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日
本
共
産
党
夕
張
市

委
員
会
で
は
、
12
月
７

日
、
原
油
高
騰
か
ら
市

民
と
事
業
者
を
守
る
た

め
の
要
望
書
を
提
出
し
、

市
長
は
不
在
で
し
た
が
、

副
市
長
と
懇
談
し
ま
し

た
。 

 

要
望
書
の
タ
イ
ト
ル

と
内
容
は
、
以
下
の
通

り
で
す
。 

 

「
原
油
高
騰
に
よ
り
影

響
を
大
き
く
受
け
る
市

民
生
活
と
事
業
者
を 

支
え
る
施
策
を
緊
急
に

講
じ
る
よ
う
求
め
る
要

望
書
」 

 

 

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

防
止
対
策
を
は
じ
め
、

市
民
の
い
の
ち
と
く
ら

し
を
ま
も
り
、 

生
業
を

支

え

る

取

り

組

み

に

日
々
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
。 

 

原
油
の
国
際
価
格
の

高
騰
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
中､ 

市
民
生
活

や
地
元
中
小
事
業
者
の

生
業
に
深
刻
な 

影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。 

本

市

の

灯

油

価

格

は

、 

11
月

15
日
現
在
、
コ
ー

プ
さ
っ
ぽ
ろ
の
宅
配
灯

油
は

１

リ
ッ
ト
ル
あ

た
り
１
１
４
円
で
、
昨

年
よ
り

30

円
以
上
高

い
水
準
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

ガ
ソ
リ
ン
も
平
均 

で
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り 

１
６
６
円
を
超
え
る
高

値
が
続
き
、
さ
ら
に
、

食
料
品
の
相
次
ぐ
値
上

げ
や
電
気
料
金
な
ど
光

熱
水
費
の
引
き
上
げ
が

家
計
を
圧
迫
し
て
い
ま

す
。 ま

た
、
農
家
や
運
送

業
者
、
ク
リ
ー 

ニ
ン
グ

業
な
ど
燃
油
を
大
量
に

使
う
業

者
を
は

じ
め
、

昨
年
来

の
コ
ロ

ナ
禍
に

あ
え
ぐ

地
元
業

者

の

方
々
か 

ら
も
悲

鳴
の
声

が
上
が

っ
て
い

ま
す
。 

 

本
市

で
は
、
今

12
月
議
会
で

「
令
和
３
年
度
夕
張
市 

 

冬
季
生
活
特
別
支
援
金

給
付
事
業
」
に
つ
い
て

 

 

 

 

 

11 月 19 日に千葉勝・小林尚文両議員が紹介

議員となって提出された「グランドピアノを複

合施設りすたに移設を求める請願書」に対し、

11 月 25 日市議会行政常任委員会が開催され、

全会一致で「趣旨採択」と議決されました。日

本共産党のくまがい桂子市議は賛成意見を述

べていました。  

 

 

 

 

【趣旨採択とは】  

 趣旨採択というのは、「請願については妥当

であるが、現実性の面で確信が持てない」など

の場合、不採択とすることもできないとしてと

られる、請願に対する決定の方法で、これは会

議規則に明らかな記載はなく、政治的なものと

いわれています。  

 採択の効果としては、行政処分のように直接

の効果や実効性はありませんが、行政側に送付

し処理の経過と結果の報告を求めることがで

きます。  

ですから、送付を受けた行政機関において、

誠実にこれを処理することが求められていま

す。  

 

 

 この審査の行方を見守るために参加した傍

聴者は、「よかったね」と喜びあっていました。 

 終了後、千葉勝紹介議員は傍聴者に対し、「市

所有財産の場合、移設費用は市が持たなければ

ならない。また、設置場所の検討や運用規定、

利用団体などとの合意をはかる課題もある。」

などと説明していました。  

 現在保管されている場所の湿気からくるカ

ビ・サビの危険から、ピアノをできるだけ早く

安全な場所に移動するためには、まだ解決しな

ければならない課題があり、今回請願署名にか

かわった役員たちは、「早急に関係機関との話

し合いを重ね、グランドピアノの移設を実現さ

せていきたい」と話していました。  
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提
案
さ
れ
議
決
さ
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
事
業
は
対
象
者
が

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、

金
額
的
に
も
１
リ
ッ
ト

ル
に
つ
き
影
響
額

20

円
と
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
２
０
０
リ
ッ
ト

ル
で
は
一
般
家
庭
の
１

か
月
分
で
あ
る
こ
と
、

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍

で
在
宅
時
間
も
増
加
し

て
お
り
、
さ
ら
に
、
働

く
人
の
賃
金
は
上
が
ら

な
い
中
で､ 

原
油
価
格

の
高
騰
に
よ
る
市
民
の

く
ら
し
や
営
業
に
対
す

る 

打
撃
は
よ
り
深
刻

で
す
。 

さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら

本
格
的
な
寒
さ
を
迎
え

る
中
、
学
校
や
公
共
施

設
へ
の
燃
料
代
が
予
算

編

成

時

の

水

準 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

で
十
分
賄
う
こ
と
が
出

来
る
の
か
も
強
く
危
惧

す
る
と
こ
ろ
で
す
。 

こ
う
し
た
経
緯
を
踏

ま
え
、
さ
ら
な
る
市
民

生
活
支
援
と
生
業
支
援

策
等
を
講
じ
る
よ
う
、

以
下
に
つ
い
て
要
請
し

ま
す
。 

 

１
，
生
活
保
護
世
帯
を

含
め
、
低
所
得
世
帯
、

ひ
と
り
親
、
高
齢
、
障

害
者
世
帯
等
へ
の
冬
期

間
福
祉
制
度
を
さ
ら
に

拡
充
・
実
施
し
、
対
象

世
帯
に
通
知
す
る
こ
と 

 

２
， 

地
元
中
小
業
者
に

対
す
る
燃
料
費
助
成
制

度
を
創
設
し
、
実
施
す

る
こ
と 

 
３
，
学
校
や
公
共
施
設

の
燃
料
代
を
十
分
確
保

す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
、 

民
間
の
福
祉
施
設
な
ど

の
暖
房
費
へ
の
助
成
を

行
な
う
こ
と 

 

４
，
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

は
じ
め
、 

民
間
バ
ス
事

業
者
、
タ
ク
シ
ー
事
業

者
に
対
す
る
支
援
策
を

講
じ
る
こ
と 

 
 

 
 

 
 

以
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

対
応
し
た
本
間
和
彦

副
市
長
は
、「
対
象
世
帯

へ
の
通
知
に
関
し
て
は
、

民
生
委
員
の
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
を
兼
ね
て
活

動
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
財
政

再
建
中
で
あ
り
、
最
善

の
方
策
と
は
な
ら
な
い

が
ベ
タ
ー
な
方
法
を
考

え
た
い
。
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩
渕 

友
「
国
会
か
け
あ
る
記
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

参
議
院
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岩 

渕 
 

 

友 

 
 
  

軍
事
費
削
っ
て
命
と
暮
ら
し
を
守
る
予
算
を 

  

日
本
共
産
党
第
４
回
中
央
委
員
会
総
会
で
、
来
年
夏
の

参
議
院
選
挙
の
比
例
代
表
の
予
定
候
補
と
し
て
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
活
動
地
域
と
し
て
き
た
北
海
道
と

東
北
に
新
た
に
北
関
東
が
加
わ
り
、
み
な
さ
ん
と
２
期
目

に
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

11
道
県
、
実
に
国
土
の

45
％
が
活
動
地
域
と
な
り
ま

す
。
比
例
で
の
５
議
席
確
保
、
北
海
道
選
挙
区
で
の
松
橋

ち
は
る
予
定
候
補
の
勝
利
、
共
闘
の
前
進
の
た
め
に
全
力

を
尽
く
す
決
意
で
す
。 

 

先
月
、
松
橋
さ
ん
、
道
議
団
の
み
な
さ
ん
と
行
っ
た
政

府
交
渉
の
重
要
性
が
い
よ
い
よ
増
し
て
い
ま
す
。 

中
止
を
求
め
た
日
米
共
同
訓
練
が
４
日
か
ら
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
オ
ス
プ
レ
イ
が
参
加
し
ま
す
が
、
普
天
間
基

地
所
属
の
オ
ス
プ
レ
イ
が
先
月
、
水
筒
を
落
下
さ
せ
た
ば

か
り
。 

し
か
も
、
先
日
、
三
沢
基
地
所
属
の
Ｆ

16
戦
闘
機
が
ト

ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
、
２
本
の
燃
料
タ
ン
ク
を
投
棄
し
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
の
１
本
が
青
森
県
深
浦
町
の
民
家
の
前
に

落
下
。
住
民
か
ら
は
「
一
歩
間
違
え
た
ら
、
自
分
の
家
に

落
ち
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
お
そ
ろ
し
い
」
「
国
民
の

安
全
や
命
を
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
」
と
怒
り
の
声
が
上

が
る
の
は
当
然
で
す
。 

訓
練
を
今
か
ら
で
も
中
止
す
る
こ
と
、
日
米
地
位
協
定

を
抜
本
的
に
改
正
す
べ
き
で
す
。 

 

６
日
か
ら
臨
時
国
会
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
補
正
予
算

案
に
は
軍
事
費
約
７
８
０
０
億
円
が
盛
り
込
ま
れ
、
今
年

度
の
軍
事
費
は
６
兆
円
を
超
え
て
過
去
最
大
で
す
。 

道
内
で
福
祉
灯
油
の
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す

が
、
国
民
の
命
や
く
ら
し
を
守
る
た
め
に
こ
そ
予
算
を
使

う
べ
き
で
す
。
命
と
く
ら
し
を
守
れ
！
臨
時
国
会
で
も
力

を
つ
く
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

石
炭
博
物
館
摸
擬
坑
の
火
災 

（
番
外
編
⑤
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

採
炭
方
法
と
支
柱
の
変
化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

採
炭
方
法
も
、
１
９
３
２
～
３
年
（
昭
和
７ 

 
 

 
 

 
 

 
 

～
８
）
頃
か
ら
ピ
ッ
ク
に
よ
る
採
炭
に
進
化
し 

ま
す
。 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

切
羽
支
柱
も
、
当
初
は
木
材
で
の
枠
組
み
で
し 

 
 

 
 

 
 

 

た
が
、
夕
張
鉱
で
は
１
９
５
０
年
（
昭
和

25
）
11

月
、
鉄
柱
カ
ッ
ペ
採
炭
法
＊
が
採
用
さ
れ
、
支
柱
も
鉄
柱
に
代
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
切
羽
も
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
長
壁
面
（
ロ
ン
グ
と

呼
ば
れ
る
）
に
な
り
採
炭
方
法
も
、
コ
ー
ル
カ
ッ
タ
ー
が
採
用
さ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
（
ピ
ッ
ク
も
併
用
）
。
当
然
な
こ
と
に
採
炭
能
率
は

飛
躍
的
伸
び
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

生
産
能
力
は
伸
び
た
が
危
険
度
も
増
大 

当
初
は
、
採
炭
後
の
払
跡
で
鉄
柱
を
回
収
す
る
際
に
（
図
の
℮
）
、

最
も
危
険
が
伴
い
鉄
柱
の
回
収
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。 

技
術
の
進
歩
は
必
然
で
す
が
、
人
命
を
犠
牲
に
し
て
の
進
歩
は
あ
り

え
ま
せ
ん
。 

 

【
訂
正
】 

早
速
、
元
炭
鉱
労
働
者
か
ら
誤
り
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
前
号
（
番

外
編
④
）
の
中
で
通
気
の
基
本
の
項
で
、
入
気
側
と
排
気
側
の
括
弧
書
き
が
逆
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
正
確
に
は
入
気
側
は
ゲ
ー
ト
と
言
い
、
排
気
側
は
上
添
い
で
し
た
。 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

くずさんの 

夕張歴史散歩(170) 

a 切羽はカッペと鉄柱で支えられ、H 型  

コンベヤー上にコール・カッターを乗  

せて石炭を切り上げていく。 

b,c 石炭をくずし、コンベヤーで搬出

し、カッペをつなぐ。 

d 切羽面を一直線にして、コンベヤー

を連結したまま移動する。 

e 最前列に鉄柱をたてる。 

ｆ  払い跡の鉄柱を回収して、天磐を

落とす。カッペを外し、一サイクル作

業を完了し、a にもどる。 
 

   

  

＊カッペ採炭法の図 

（北炭 70 年史より） 

 


